
外来植物の抑制作用は本当に在来植物を駆逐してきたのか？ 

～大隅国分寺跡周辺の植物群落の調査から～ 
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1 研究背景 

文献によると，国内に 1980年代後半頃から侵入し，特に 1993～1995年頃，濃厚飼料の原料となる

輸入穀物サンプルに混入していた。その種子そのものを外来植物と考えた。 

一度侵入すると，ほかの農作物が収穫不能になるほど甚大な被害をもたらすといわれている。一方

で，江戸時代や明治時代に侵入したものもあり，既に日本に 100年以上定着していわば在来の生物と

共存しているものがあることも知った。 

 

2 研究目的 

現在霧島市で外来植物の割合が増えていると聞き，化学物質を使わずに外来植物を減らし，在来植

物の割合を増やしていきたいと考えた。 

 

3 研究方法 

⑴大隅国分寺跡附宮田ケ岡瓦窯跡（以下，調査地①とする）と国分高校プール跡（以下，調査地②）で

の植物の種類と被度を調査した。コドラート法を参考にして調査した。（図１） 

※調査地①は２週間ごとに霧島市による草刈りが行われており，調査地②は少なくとも２年間放置され

ている。 

 

⑵アレロパシー効果の強さを測るための 10円玉を使った予備実験 

スノーボール，カタバミ，ムラサキカタバミ，ブラジルコミカンソウを 1.00gずつ用意する。サン

プルを 10秒間よくつぶし，さらに５分間 10円玉の表面をサンプルで擦り，その磨かれたあとの状態

方形区法（コドラート法）による調査の方法 

ⅰ．長さ１ｍの角材を４本用意し，調査しようとする植物群落に正方形を置く。これを，方形区と 

いう。 

ⅱ．方形区内の全ての植物の種名と被度を測定し，記録する。 

 ・種名…方形区内に生えている植物の種名を図鑑で調べる。 

 ・被度…種類別に方形区内面積（１㎡）の何％を占めているかを，被度階級（＋，１’, １～４）

で示す。 

 
図１．方形区法（コドラート法）による調査の方法（岐阜県教育委員会「岐阜県学校間総合ネット」） 

 



表１．調査地①で見られた外来植物の一覧表 

表２．調査地①で見られた種の一覧表 

を見る。 

⑶シロツメクサの種子を利用した発芽実験 

 スノーボール，ブラジルコミカンソウ，カタバミ，ムラサキカタバミ，精製水，シロツメクサの種

子，脱脂綿を用意する。精製水 50gに対して各植物の葉を５ｇすり鉢ですり潰し，得られた懸濁液を

脱脂綿に染み込ませ，そこにシロツメクサの種子をまき，６日後の発芽率を計測する。 

 

4 結果・考察 

⑴調査地①での植物の種類と被度の調査 

調査を行うと 40種類の種を見つけた。被度と外来植物は以下の通りである。（表１）（表２） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



表３．調査地②で見られた外来植物の一覧表 

表４．調査地②で見られた種の一覧表 

⑵調査地②での植物の種類と被度の調査（表３）（表４） 

調査を行うと 60種類の種を見つけた。被度と外来植物は以下の通りである。橙色で塗られている部

分は調査地①でも見られた種である。 

  

 

 

調査地①のトレニアやスノーボールは家庭園芸などの種が飛んできたのではないかと考えられる。

これらが調査地②に現れないのは，調査地②は調査地①に比べて安定しており，生えている植物の高

さが高い。地面に近いところが暗く，トレニアやスノーボールの芽生えが育ちにくいと考えられる。

調査地②でみられるアメリカスズメノヒエやセイタカアワダチソウは，これらに比べて高さが高くな

る種類であり，暗いところでも芽生えが育ちやすいと考えられる。また，スペアミントは違う要素に

より侵入したことが期待される。芳香があるので，アレロパシー効果を持つ植物である可能性も高

い。カタバミはアレロパシー効果があり，テレペン油を分泌して周りの植物を枯らすことが知られて

いる。 

また，２つの調査から，元々２つの調査地は同じ種の植物が生えていて，調査地①は２週間ごとに



図２．アレロパシー効果の強さを測るための 10円玉を使った予備実験 

図３．シロツメクサの種子を利用した発芽実験 

図３．シロツメクサの種子を利用した発芽実験 

草刈りが行われていることによって複数の種が枯れ，種が減ってしまったと考えられる。さらに，国

分寺跡が観光地であるため訪れる人が様々な方法で種子を持ち込み，調査地②で見られない種がある

と考えた。 

⑶アレロパシー効果の強さを測るための 10円玉を使った予備実験（図２） 

結果は図２の通りである。 

 

 

ムラサキカタバミが最も多くの酸性物質を含んでいる可能性があると考えられることから，外来植物

を駆逐することに効果的ではないのかと考えた。 

⑷シロツメクサの種子を利用した発芽実験（図３） 

結果は図３の通りである。図２から

酸性物質の多いムラサキカタバミが成

長を抑制すると推測していたが，図３

では発芽率が高く，反対に促成されて

いることが分かった。 

 また，そのほかの植物も図２から推

測していた結果と異なった。これはシ

ロツメクサの種子には促成作用が働い

たことが考えられる。 

 

5 結論・今後の展望 

表１～表４から緯度・経度がほぼ同

じでも人の影響があるかないかで生え 

ている植物の種類や種数が異なっていること，図２から植物の種類が異なると 10 円玉の磨かれ方に差

が出るということ，図３から酸性物質をあまり含まない植物の方が生長を妨げていることが分かった。 

今後の展開は，シロツメクサの種子だけではなくほかの種子でも実験をする。また，実際にムラサキ 

カタバミを植えて植物を枯らせたり，成長を抑制できるのか実験していきたい。 
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